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賛助会員へのご参画のお願い 

 

 

謹啓 時下 益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご支援、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

日本フォトダーマトロジー学会は、光線性皮膚疾患・光老化・光発がん・光防御・光線治療・レー

ザー治療などのジャンルに携わる研究者が集い、光線皮膚科学に関係する企業研究者・基礎研究者・

医師（皮膚科医・眼科医・形成外科医など）の研鑽と交流の場とし、皮膚科領域における重要なサブ

スペシャリティでありますフォトダーマトロジーすなわち光線皮膚科学の発展を目的に 2017年 10月

に発足した学会です。 

本会は光線性皮膚疾患・光老化・光発がん・光防御・光線治療・レーザー治療など光に関連する

ジャンルに携わる研究者が集い、光線皮膚科学に関係する企業研究者・基礎研究者・医師（皮膚科

医・眼科医・形成外科医など）の研鑽と交流の場となるように努めてまいります。太陽光線などの

光が皮膚の構造・機能に与える多彩な影響・現象について、その功罪を基礎科学的ならびに臨床医

学的に研究・調査・追求することにより、明らかな負の側面については軽減、修復、防止する対策

を講じ、正の側面については適正な利用、適応を推進することによって、光医学研究及び光関連医

療、光関連産業の発展、さらに国民の健康寿命の延伸に寄与できるものと確信しております。 

 また、本会の活動として平成 30 年 10 月 26 日（日本皮膚科学会中部支部総会の前日）に大阪で 

第 1 回日本フォトダーマトロジー学会学術大会を近畿大学皮膚科川田暁教授（中部支部総会会頭）

のもとで開催されることも決定しています。 

なお、光線皮膚科学関連研究会の「光老化研究会」、「近赤外線研究会」はすでに本学会への合流

を決定しており、「太陽紫外線防御研究委員会」については来年 3 月の理事会にて解散・本学会へ

の合流を決定する予定であることを申し添えさせていただきます。 

本会の定款および活動計画を添付させていただきます。「光老化研究会」、「近赤外線研究会」、

「太陽紫外線防御研究委員会」の賛助会員であられた御社におかれましては、以前より光線皮膚科

学の発展、国民の美と健康に寄与する活動に対して積極的に取り組まれておられますことから、本

会の背景と趣旨をご賢察の上、引き続き本学会の賛助会員としてご協力をいただければ幸甚です。 

何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

謹白 

平成 29年 12月吉日 

 

 

日本フォトダーマトロジー学会 

理事長 錦織 千佳子   印 

 

  



日本フォトダーマトロジー学会について 

■名称：「日本フォトダーマトロジー学会」 

英文名：「Japanese Photodermatology Society (略名：JPDS)」 

■事務局：特定非営利活動法人皮膚の健康研究機構内 

日本フォトダーマトロジー学会事務局 

（担当：皮膚の健康研究機構 平松泰成） 

〒101-0047 東京都千代田区内神田 1丁目８番９号 福田ビル２階 

TEL：03-3256-2575／FAX：03-6745-7678 

■ホームページ：http://www.npo-hifu.net/jpds/ 

 

■理事・役員 名簿（平成 29年 10月現在） 

理事長 錦織 千佳子 神戸大学大学院医学研究科皮膚科 教授 

事務総長  森田 明理 名古屋市立大学医学研究科皮膚科 教授 

理事  大平 明弘 島根大学医学部眼科 教授 

岡本 祐之 関西医科大学医学部皮膚科 教授 

川田 暁  近畿大学医学部皮膚科 教授 （第 1回学術大会会頭） 

田中 洋平 クリニカタナカ 院長 

鶴田 大輔 大阪市立大学医学研究科皮膚科 教授 

畑尾 正人 日本化粧品工業連合会 安全科学部長 

正木 仁 東京工科大学応用生物学部応用生物学科 教授 

森脇 真一 大阪医科大学皮膚科 教授  

山田 秀和 近畿大学医学部奈良病院皮膚科 教授  

監事  川島 眞  東京女子医科大学皮膚科 教授 

宮地 良樹 滋賀県立成人病センター 総長 

 

■本会の目的および事業    

＜目的＞ 

本会は、太陽光線などの光が皮膚の構造・機能に与える多彩な影響・現象について、その功罪

を基礎科学的ならびに臨床医学的に研究・調査・追求することにより、明らかな負の側面につい

ては軽減、修復、防止する対策を講じ、正の側面については適正な利用、適応を推進し、光医学

研究及び光関連医療、さらには光関連産業の発展をもたらすことによって、国民の健康寿命の延

伸に寄与することを目的とする。 

＜事業＞ 

本会は、上記の目的を達成するため、次の事業を行う。 

①基礎研究及び臨床応用研究の推進事業。 

②会員の学術集会・講習会等及び他学会・研究会等との交流事業。 

③一般市民に対する啓発推進事業。 

④その他目的を達成する為に必要な事業を行う。 

■学術大会予定 

➢ 第 1回･学術大会 開催概要(案) 



会頭 ：川田 暁（近畿大学皮膚科） 

会期 ：2018年 10月 26日（金）9:15～16:20 

会場 ：大阪大学中之島センター  

   〒530-0005 大阪市北区中之島 4-3-53Tel:06-6444-2100 

参加費  :5,000円（年会費を含む） 

 

大会テーマ：「フォトダーマトロジーの新たな黎明」  

＜プログラム＞ 

特別講演「サイトカインからみた光老化・皮膚がん Update」 

清水 忠道 先生 （富山大学皮膚科教授）  

シンポジウムⅠ「皮膚の光老化とその予防に関するコンセンサスステートメント」 

シンポジウムⅡ「フォトダーマトロジー過去・現在・未来」 

一般演題（指定演題） 5～6演題  

スポンサードセミナー 2演題 

その他：会員懇親会（昼食懇親会） 

 

➢ 第 2回 学術大会 概要 

会期：2019年 11月 15日（金）  

会頭：森田 明理 (名古屋市立大学皮膚科) 

会場：都内（新宿）を予定 

 

■会員および会費 

1)会員は以下の個人会員（正会員）と協賛会員の 2区分とする。 

(1) 個人会員（本会の目的及び趣旨に賛同して入会した個人） 

       年会費は、5,000円とする。 

なお、年会費には学術大会の参加費が含まれる。 

 

(2) 賛助会員 （本会の目的及び主旨に賛同する団体、法人若しくはこれに準ずるもの） 

      年会費は 1 口 10万円とし、何口でも可とする。 

     なお、学術大会への参加について 1口当たり 3名の参加費を無料とする。 

 

以上 

  



送信先：FAX: 03-6745-7678 

日本フォトダーマトロジー学会･事務局 行 

 

協賛会員申込書 

 

日本フォトダーマトロジー学会 

理事長 錦織 千佳子 殿 

 

本会の目的及び主旨に賛同し下記の通り日本フォトダーマトロジー学会の賛助会員に申し込みま

す。 

記 

  

■ 申込口数：              口            円           

（ 1口 10万円･何口でも可） 

■ 申込日：       年    月    日 

 

■   入金予定日：      年    月    日 

（注）領収書は会費受領後に送付いたします。  

     請求書の発行はいたしておりませんのでご希望の場合は別途ご記載ください。 

 

※振込先 

<銀 行 名> 三井住友銀行 浜松町支店   

<口座名義> 特定非営利活動法人皮膚の健康研究機構  日本フォトダーマトロジー学会 

<口座番号> 普通 7767168   ＊振込手数料は貴社にて御負担いただけますよう宜しくお願い致します。 

 

貴社名：                            

 

住 所：（〒       ）                        

           

                                         

ご担当者様  

ご所属：                          

 

お名前：                         

    

TEL：               FAX：               

        

E-mail：                                           

以上 


